
京都伝統工芸協議会

2024年度 若手従事者研修・交流会

2024年9月11日(水) 18:30～20:30
京都経済センター ３階 「ＫＯＩＮ」
（京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78）

お問合せ：京都伝統工芸協議会事務局（京都府中小企業団体中央会）

日 時

場 所

参加方法

TEL 075-708-3701

参加費 1,000円（軽飲食代）

MAIL maekawa.y@chuokai-kyoto.or.jp

参加者 伝統産業に従事されている若手の方

京都伝統工芸協議会HP（http://www.kougei-kyoto.jp/）
又は右のQRコードからの「参加フォーム」よりお申込み

申込締切：９月５日（木）

テーマ これからの作り手の在り方を考える
～未来の工芸家、作り手の再解釈～

講 師
ＳＨＯＷＫＯ（ショウコ）氏

京都で330年続く茶陶の窯元「真葛焼」に生まれる。佐賀での陶芸の修行を経て、

2005年、京都で自身の工房をスタート。2009年に法人化し、「読む器」をコンセプ

トにした陶磁器ブランドSIONEを立ち上げる。銀閣寺の近くに直営店をオープン

し、ミラノ、パリ、中国、台湾、他、活躍の幅を世界に広げている。

また、京都の老舗企業「福寿園」をはじめとする、他社の新規事業立ち上げや、

ブランディング、コンサルティングも手掛ける。現在は、工芸の哲学を活かしたリト

リート事業など「いま」を生きる人々の人生を心地よく幸せにしていく事業にも注

力している。

メディア出演・掲載も多く、ドキュメンタリー番組「セブンルール」（カンテレ・フジテ

レビ系）の出演で注目を浴びた。著書に14版累計5万部(2024年6月現在)の『感

性のある人が習慣にしていること』（クロスメディア・パブリッシング）と『私らしい言

葉で話す―自分の軸に自信をもつために―』（CCCメディアハウス : 2023年5月

発売）がある。

伝統産業の若手が抱えている共通課題の解決や、柔軟な思考力や新しい事業を生
み出すヒントが得られるような研修・交流会を開催します。
工芸を起点に多彩な分野でご活躍されている講師をお招きし、講演＋意見交換と
交流会を行います。お気軽にご参加ください。

交流会 伝統産業の様々な業種の方々との自由懇談（軽食付）

陶芸家／SIONE主宰／スプリングショウ代表取締役
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